
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望 ゜ ～ ぽ う ～  

                                            
 

 

2 0 1 8 年 1 0 月 発 行  

2 0 号  

発 達 障 が い 支 援 フ ォ ー ラ ム の 報 告  

 『 “ そ の 人 ら し さ ” っ て な ん だ ろ う ？ 』 ～ こ こ ろ を 受 け と め る た め に ～  

 松 江 で 初 め て 「 発 達 障 が い 支 援 フ ォ ー ラ ム 」 を 開 催 さ せ て い た だ き ま し た 。 1 0 月 7 日

（ 日 ） に 決 定 し て か ら 1 0 カ 月 あ ま り 準 備 を 進 め て い く 中 で 、 予 期 も し な か っ た 台 風 2 5

号 の 上 陸 、 開 催 が 危 ぶ ま れ る 中 、 何 度 も 気 象 台 に 電 話 を 入 れ （ 人 生 で こ ん な に 気 象 台 に 電

話 を 入 れ た こ と が な か っ た 私 で す 。 ） 確 認 し 続 け 、 最 終 的 に 決 断 し た の は 、 金 曜 日 （ 5 日 ）

の 昼 前 で し た 。 心 配 し て 沢 山 の 方 か ら 電 話 や メ ー ル を 頂 き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し

た 。 ま た 、 出 店 等 で 参 加 し て い た だ き ま し た 事 業 所 の 皆 様 に も ヒ ヤ ヒ ヤ さ せ た こ と と 思 い

ま す 。 当 日 は す っ か り 晴 れ 上 が り 、 「 開 催 し て よ か っ た ぁ ー 」 と 胸 を な で 下 ろ す ほ ど で 、

3 3 0 名 に も 上 る 皆 さ ま に 参 加 し て い た だ け た こ と に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 そ し て 、 遠 く 北 海

道 か ら お 越 し い た だ い た 田 中 康 雄 先 生 に は 、 休 む 暇 も な く 登 壇 し て い た だ き 、 納 得 の い く

お 話 、 当 事 者 と の シ ン ポ ジ ウ ム と 皆 さ ん の 感 動 を 誘 っ た と い う こ と は 間 違 い な い と い う こ

と を ア ン ケ ー ト 結 果 を 見 な が ら 確 信 い た し ま し た 。 先 生 か ら は 「 ひ と え に 5 人 組 の お か げ

と 思 っ て お り ま す 。 」 と い う 言 葉 ま で 頂 き ま し た 。 ま た 、 当 事 者 と し て 参 加 し て く だ さ っ た

5 名 の 皆 さ ん に 対 し て 「 感 動 し て 涙 が 流 れ た 」 「 す ご い ！ 」 「 期 待 し た い 」 等 々 多 く の 声 を

頂 き ま し た 。 彼 ら の 今 度 の 活 躍 に 期 待 し た い と 思 い ま す 。  

 こ の フ ォ ー ラ ム を 通 し て 多 く の 皆 様 が 、 少 し で も 発 達 障 が い に つ い て 理 解 を 深 め て い た

だ き 支 援 を し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        セ ン タ ー 長   石 橋 美 恵 子  

シ ン ポ ジ ウ ム の 中 で お 話 し に 挙 が っ た

本 を 紹 介 し ま す 。  

「 そ の 行 動「 そ の 行 動 に は 意 味 が あ るに は 意 味 が あ る 」」   

こ の 本 は 、 シ ン ポ ジ ウ ム に 参 加 い た だ

い た 当 事 者 の 方 が 書 か れ た 本 で す 。  

田 中 康 雄 先 生 に も 「 こ れ は す ご く い い

本 で す ね 」 と い う お 言 葉 も い た だ き ま

し た 。  



親 の 会 の 活 動親 の 会 の 活 動   

1 0 月  1 1 月  1 2 月  

4 日 ( 木 ) 自 閉 症 協 会 出 雲 支 部  

場 所 ： 療 育 セ ン タ ー 燦 々  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

1 7 日 ( 水 ) 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

2 6 日 ( 金 ) ひ だ ま り の 会  

 場 所 ： い き い き プ ラ ザ  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

7 日 ( 水 ) 手 を つ な ぐ 育 成 会  

い い と も お や と も 子 育 て 講 座  

場 所 ： 川 津 公 民 館  

 時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

8 日 ( 木 ) 自 閉 症 協 会 雲 南 支 部  

場 所 ： つ つ じ ホ ー ル  

時 間 ： 1 0 ： 3 0 ～ 1 2 ： 3 0  

2 1 日 ( 水 ) 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

 場 所 ： 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

 時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

 

6 日 ( 木 ) 自 閉 症 協 会 出 雲 支 部  

場 所 ： 療 育 セ ン タ ー 燦 々  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

1 9 日 ( 水 ) 自 閉 症 協 会 松 江 支 部  

場 所 ： 総 合 福 祉 セ ン タ ー  

時 間 ： 1 0 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  

2 6 日 ( 金 ) ひ だ ま り の 会  

 場 所 ： い き い き プ ラ ザ  

 時 間 ： 1 4 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  

 

 

ウ ィ ッ シ ュ 医 療 相 談    

診 断 ・ 投 薬 は で き ま せ ん が 、 医 療 に 関 わ る 心 配 ご と を 相 談 で き ま す 。  

 

＊ 予 約 制 で す (お 一 人 1 時 間 弱 )。 医 師 定 期 相 談 は 医 療 に か か っ て い な い 方 を 優 先 さ せ て い た だ

き ま す 。 医 療 相 談 を ご 希 望 の 場 合 で も 、 原 則 、 事 前 に ス タ ッ フ と の 面 談 が 必 要 と な り ま す 。  

＊ 医 師 が 必 要 と 判 断 し た 時 は 発 達 障 が い の 専 門 的 な 検 査 を 行 う こ と 可 能 で す 。 そ の た め 、 相 談

に は 臨 床 心 理 士 が 同 席 さ せ て い た だ き ま す （ 詳 細 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い ）  

＊ 医 師 と の 相 談 後 、 発 達 障 が い に 関 す る 支 援 が 必 要 で あ れ ば 引 き 続 き セ ン タ ー で ご 相 談 も で き

ま す 。  

月  日  担  当  医  師  場   所  時   間  

 

 

1 0 月  

1 2 日  

（ 金 ）  

鳥 取 大 学 医 学 部  

兼 子 幸 一 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 安 来 会 場 》  

安 来 中 央 交 流 セ ン タ ー  

①  1 4: 0 0 ～ 1 5: 0 0  

②  1 5: 3 0 ～ 1 6: 3 0  

1 5 日  

（ 月 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

 

 

 

1 1 月  

2 日  

（ 金 ）  

島 根 大 学 医 学 部  

長 谷 川 有 紀 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

①  1 3 :3 0 ～ 1 4 :3 0  

②  1 5 :0 0 ～ 1 6 :0 0  

７ 日  

（ 水 ）  

島 根 大 学 付 属 病 院  

松 田 泰 行 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

①  1 4 :0 0 ～ 1 5: 0 0  

②  1 5 :3 0 ～ 1 6 :3 0  

2 0 日  

（ 火 ）  

青 葉 病 院  

藤 本 昌 彦 先 生 （ 精 神 科 ）  

《 松 江 会 場 》  

い き い き プ ラ ザ  

①  1 3 :3 0 ～ 1 4 :3 0  

②  1 5 :0 0 ～ 1 6 :0 0  

2 2 日  

（ 木 ）  

い し い ク リ ニ ッ ク  

石 井 尚 吾 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 雲 南 会 場 》  

雲 南 市 役 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4 :3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

 

 

1 2 月  

1 2 日

（ 水 ）  

き む ら こ ど も ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ  

木 村 正 彦 先 生 （ 小 児 科 ）  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 5 : 3 0～ 1 6 : 3 0 

②  1 6: 3 0 ～ 1 7: 3 0  

1 4 日  

（ 金 ）  

島 根 大 学 医 学 部  

長 谷 川 有 紀 先 生  

《 出 雲 会 場 》  

出 雲 保 健 所  

①  1 3: 3 0 ～ 1 4: 3 0  

②  1 5: 0 0 ～ 1 6: 0 0  

※ ウ ィ ッ シ ュ の ス タ ッ フ も 参 加 さ せ て い た だ い て い ま す 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 元 ＊               

「 島 根 県 東 部 発 達 障 害 者 支 援 セ ン タ ー ウ ィ ッ シ ュ 」    〒 6 9 9 - 0 8 2 2  出 雲 市 神 西 沖 町 2 5 3 4 - 2 ( さ ざ な み 学 園 内 )   

T E L 0 5 0 - 3 3 8 7 - 8 6 9 9 / F A X 0 5 0 - 3 7 3 0 - 9 7 4 5    E - m ail: wi s h @ s a z a n a mi - g.j p    担 当 :髙 田   編 集 長 ： 川 上  

私 の私 の 物 語物 語   ～～ 高 校 生高 校 生 編編 ～～   

 

 

高 校 時 代 は 松 江 緑 が 丘 養 護 学 校 高 等 部 に 通 い ま し た 。 身 体 に 難 病 を 抱 え て る 等 、

私 と は 全 く 違 う 境 遇 を 持 つ 生 徒 と 一 緒 に な り 、 戸 惑 い を 感 じ る こ と も あ り ま し た

が 、 ク ラ ス は わ ず か ６ 人 で 先 生 と 生 徒 の 距 離 が 近 く 、 一 人 ひ と り に か か わ る 時 間 も

長 く 、 対 等 な 関 係 で 話 が 出 来 た こ と に 少 し 衝 撃 を 受 け ま し た 。  

先 生 方 と は と て も 話 や す く ,困 っ た こ と が あ れ ば 授 業 後 ,ま た 会 議 等 あ れ ば 時 間  

調 整 を し て も ら い よ く 相 談 し て い ま し た 。 こ の よ う な 良 い 環 境 に 恵 ま れ た こ と が 、

自 分 の 質 を 高 め ， 自 信 に 繋 が っ た と 思 い ま す 。  

１ 年 時 の 文 化 祭 で 舞 台 に 出 演 す る よ う 先 生 か ら 要 請 が あ り ま し た 、 沢 山 の お 客  

さ ん の 前 に 立 つ こ と は 大 変 苦 手 な 自 分 で し た が 結 果 は 見 事 な ま で に 「 大 根 の 演 技 」  

で し た 。 し か し 、 こ の こ と が き っ か け で 目 立 つ こ と が 「 楽 し い 」 と 思 え る よ う に な

り 、 卒 業 ま で に サ ザ エ さ ん や マ リ オ 等 、 様 々 な 仮 装 や 司 会 を さ せ て 頂 き 、 先 生 に は

私 が 持 っ て な か っ た 「 発 信 力 」 を 育 て て 頂 い た こ と に 感 謝 し て い ま す 。  

 し か し 、 順 風 満 帆 だ っ た か と 言 え ば そ う で は あ り ま せ ん で し た 。 私 の 中 に は 、 人  

の 目 付 き や 言 動 を ネ ガ テ ィ ブ （ 自 分 に 対 し て 憎 し み 、 嫉 み を 持 っ て る ） に 考 え る 事

が 良 く あ り 、 ２ 年 生 に な る と 、 こ の 誤 解 し や す い 性 格 が 災 い し 、 特 に 後 輩 に 対 す る

強 い 苦 手 意 識 を 持 ち 始 め 、 自 分 か ら 人 を 避 け る よ う に な っ て し ま い 、 そ の 結 果 、 わ

だ か ま り を 生 む こ と が あ り ま し た 。 自 分 の 「 後 ろ 向 き の 性 格 」 に は 卒 業 す る ま で

度 々 悩 み 、 授 業 が 終 わ っ て か ら 先 生 に 相 談 す る こ と が あ り ま し た 。  

 ３ 年 生 に な る と 、 一 般 就 労 に 向 け て 現 場 実 習 を 繰 り 返 し 行 い ま し た 。 紙 フ ァ イ ル

製 造 の 補 助 や 介 護 実 習 、 清 掃 業 等 の 実 習 を し ま し た 。 現 在 、 働 い て る 日 立 金 属 安 来

製 作 所 の 施 設 管 理 グ ル ー プ に は １ １ 月 と ２ 月 の 実 習 が 評 価 さ れ 就 職 が 決 定 し ま し

た 。  

私 が 障 害 者 手 帳 を 取 得 し た の は 高 校 ３ 年 生 の 時 で し た 、 そ れ ま で は 診 断 の み で  

中 学 ・ 高 校 に 通 っ て い ま し た が 、 障 害 者 枠 で 就 労 す る た め に 手 帳 の 取 得 が 必 要 と な

り 、 広 汎 性 発 達 障 害 の 診 断 を 受 け 、 精 神 保 健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受 け ま し た 。  

 

      次 回 は 石 倉 さ ん の 就 労 に つ い て 紹 介 し ま す 。  

石 倉 さ ん は 日 立 金 属 安 来 製 作 所 に 勤 務 し ４ 年 目 を 迎 え て い ま す 。 大 変 な こ と も あ

り ま す が 、 職 場 の 理 解 、 そ し て 周 り の 人 に 支 え ら れ 今 日 を 迎 え て ま す （ 川 上 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       次 回 は 石 倉 さ ん の 就 労 に つ い て 紹 介 い た し ま す 。  


